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Ⅶ　九州女子大学大学院人間科学研究科履修規程

第１章　総　　　　　則

（九州女子大学大学院学則との関係）

第１条　人間科学研究科（以下「研究科」という。）の授業科目履修については、九州女子大学

大学院学則（令和６年学園規則第１号。以下「大学院学則」という。） に定めるもののほか、こ

の履修規程による。

（研究科の専攻）

第２条　研究科に次の専攻及び領域を置く。

　　　修士課程

第２章　授業科目及び履修方法

（授業科目）

第３条　研究科の授業科目、単位数及び履修年次の配当については、別表１のとおりとする。

（授業科目の種類）

第４条　授業科目の種類は、必修科目及び選択科目とする。

（修士課程修了に必要な単位数）

第５条　研究科における修士課程修了に必要な単位数は 30単位以上とする。

（授業及び研究指導）

第６条　研究科の履修は、授業科目の授業及び修士論文の作成等に対する研究指導教員（以下

「指導教員」という。）の指導によって行う。

２　学生は、履修する授業科目の授業の選択及び修士論文の作成に当たっては、指導教員の指

導を受け、指定の期日までに所定の履修申告をしなければならない。

（学部の授業科目の履修）

第７条　学部の授業科目の履修は、研究科委員会が教育上有益と認めるときに限り、学長がこ

れを許可する。

（他の大学院の授業科目の履修）

第８条　他の大学院における授業科目の履修は、研究科委員会において教育上有益と認めると

きに限り、学長がこれを許可する。

２　前項の規定により学生が修得した単位は、10単位を超えない範囲で課程の修了に必要な

単位に算入することができる。

専　　攻 人間科学専攻

領域
日本語・日本文学領域

臨床心理領域
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（他の大学院等における研究指導）

第９条　他の大学院又は研究所等における研究指導は、研究科委員会において教育上有益と認

めるときに限り、学長がこれを許可する。ただし、当該研究指導を受ける期間は、１年を超

えないものとする。

（授業科目の単位算定の基準）

第10条　各授業科目の単位数は、１単位の履修時間を 45時間の学修を必要とする内容をもっ

て構成することを標準とし、講義及び演習については、15 時間の授業と 30 時間の自修を

もって１単位とする。ただし、１時限（90分）を２時間として計算する。

２　前項の規定にかかわらず、「修了研究Ⅰ」及び「修了研究Ⅱ」については、その学修の成

果を評価するものとし、所定の単位を与える。

（授業時間割）

第11条　開講する授業科目と授業計画及び授業時間割は、学年始めに提示する。

２　授業科目の一部については、年度によって開講しないことがある。

（単位の認定）

第12条　授業科目の単位認定は、当該授業科目担当教育職員が平素の研究状況、授業期間中

の評価及び試験（追試験、再試験を含む）等を総合的に判断して評価し、合格した者には、

その授業科目の所定の単位が与えられる。

２　学納金を滞納している者は、単位認定を受けることはできない。

３　単位認定された科目は、取り消すことはできない。

４　単位認定及び成績評価については、年度末に確定する。原則としてそれ以降の変更は行わ

ないものとする。

（成績の評価）

第13条　履修科目の単位認定における成績の評価は、秀、優、良、可、不可とし、秀、優、良、

可を合格とし、不可を不合格とする。

２　前項の評価は次の基準による。

⑴　秀　　 100 点〜 90点

⑵　優　　　89点〜 80点

⑶　良　　　79点〜 70点

⑷　可　　　69点〜 60点

⑸　不可　　59点以下　

（試　　験）

第14条　試験は授業期間中の試験、追試験、再試験とする。

２　授業科目担当教員の判断により、学期内に小試験、臨時試験を行うことができる。

３　課題レポート、口頭発表、制作作品等をもって試験に替えることができる。
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（受験資格）

第15条　次の各号のいずれかに該当する者は、全部又は当該科目について、受験することが

できない。

⑴　試験を受けようとする授業科目をその年度において履修登録をしていない者

⑵　既に修得した授業科目を再び受験しようとする者（当該科目）

⑶　授業料その他学納金を滞納している者（全科目）ただし、納入延期を認められた者は、

　仮に受験を認める。

⑷　授業科目の受講回数が開講回数の３分の２に満たない者（当該科目）

⑸　受験中に学生証又は仮学生証を持参していない者（当該科目）

⑹　試験開始後 20分以上遅刻した者（当該科目）

⑺　追・再試験に際して、追再試受験料納付書の領収書を持参していない者あるいはレポー

　トの場合に領収書のコピーを添付していない者（当該科目）

（受験上の注意）

第16条　試験場においては、次の諸注意に従わなければならない。

⑴　試験場には、学生証又は仮学生証を携行しなければならない。

⑵　試験中、監督の指示に従わなければならない。

⑶　答案用紙は、たとえその試験を放棄する場合でも必ず提出しなければならない。

⑷　その他、受験上の注意事項は、別に定める。

（試験の不正行為）

第17条　試験において不正行為があった者は、当該期の全科目の単位を無効とする。

２　特に悪質であった者に対しては、大学院学則第 47条により処分する。

（追 試 験）

第18条　授業期間中の試験の公欠（以下「特別公欠」という。）及び病気その他やむを得ない

理由により、試験を受けることができなかった者が、その旨願い出た場合は、当該科目の追

試験を行う。

２　追試験を受けようとする者は、その理由を証明する診断書又は適当な書類を添付した追試

受験料納付書に追試験料を添えて提出しなければならない。

３　追試験料については、別に定める。ただし、特別公欠者の追試験料は免除する。

４　追試験は、期日を定めて１回限り行う。

５　追試受験料納付書の領収書は受験の際に提示すること。また、レポートの場合は、領収書

のコピーを添付して提出すること。

６　追試験の評価は次のとおりとする。

⑴　 特別公欠者の評価点は、試験の得点の 100％とする。

⑵　 病欠者等の評価点は、試験の得点の 80％とする。
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（再 試 験）

第19条　授業期間中の評価で不合格の授業科目があった者及び追試験の受験要件に該当しな

い理由で受験しなかった者については、担当教員の判断により、当該科目の再試験を行う場

合がある。

２　再試験の実施の有無については、シラバス及び授業中の担当教員からの指示による。

３　再試験を受けようとする者は、再試受験料納付書に再試験料を添えて提出しなければなら

ない。

４　再試験料については、別に定める。

５　再試験は、期日を定めて１回限り行う。

６　再試受験料納付書の領収書は受験の際に提示すること。また、レポートの場合は、領収書

のコピーを添付して提出すること。

７　再試験の評価は試験の得点の 80％とし、評価点は最高 60点とする。　

（修士論文及び最終試験の評価）

第20条　修士論文の審査及び最終試験の成績評価は、合格及び不合格をもって表示するもの

とする。

（再審査及び再試験）

第21条　修士論文の審査及び最終試験が不合格になった者は、研究科委員会の承認を得て、

再審査及び再試験を受けることができる。

（修了見込証明書）

第22条　修士課程の修了見込証明書は、研究科に１年以上在学し、所定の単位を修得し、かつ、

指導教員の指導研究を受けている者について、これを発行する。

（教職課程）

第23条　中学校教諭一種免許状（国語）又は高等学校教諭一種免許状（国語）取得者がそれ

ぞれの専修免許状を取得しようとする場合は、教育職員免許法施行規則に基づく「教科及び

教科の指導法に関する科目」に対応した授業科目を 24単位以上修得しなければならない。

　附　　則

　この規程は、令和６年４月１日から施行する。

　附　　則

　この規程は、令和６年４月１日から施行する。

─ 147 ─



大

学

院

履

修

規

程

別表１　人間科学研究科人間科学専攻年次配当表

区
分

授　業　科　目

科目の種類
及び単位数 授業形態

毎 週 授 業
時 間 数

摘　　要１年 ２年

必修 選択 前期 後期 前期 後期

共
通

科
目 人間科学基礎特論 2 講　義 2

専
門
教
育
科
目

日
本
語
・
日
本
文
学
研
究
分
野

日本古代文学特論Ⅰ※ 2 講　義 2 授業科目名の末尾に
「※」がある授業科
目のうち、6単位以
上修得すること。

日本古代文学特論Ⅱ 2 講　義 2

日本古代文学演習 2 演   習 2

日本中近世文学特論Ⅰ※ 2 講　義 2

日本中近世文学特論Ⅱ 2 講　義 2

日本中近世文学演習 2 演   習 2

日本近代文学特論Ⅰ※ 2 講　義 2

日本近代文学特論Ⅱ 2 講　義 2

日本近代文学演習 2 演   習 2

日本語学特論Ⅰ※ 2 講　義 2

日本語学特論Ⅱ 2 講　義 2

日本語学演習 2 演   習 2

漢文学特論Ⅰ 2 講　義 2

漢文学特論Ⅱ 2 講　義 2

漢文学演習 2 演   習 2

中国書道史特論 2 講　義 2

臨
床
心
理
研
究
分
野

保健医療分野に関す
る理論と支援の展開

2 講　義 2
授業科目名の末尾に
「※」がある授業科
目のうち、6単位以
上修得すること。福祉分野に関する理

論と支援の展開※
2 講　義 2

教育分野に関する理
論と支援の展開※

2 講　義 2

司法・犯罪分野に関す
る理論と支援の展開

2 講　義 2

産業・労働分野に関す
る理論と支援の展開

2 講　義 2

心理的アセスメント
に関する理論と実践

2 演   習 2

心理支援に関する理論と実践 2 演   習 2

家族関係・集団・地域社会に
おける心理支援に関する理論
と実践Ⅰ（臨床家族心理学特
論）※

2 講　義 2 （2）

家族関係・集団・地域社会に
おける心理支援に関する理論
と実践Ⅱ（グループ・アプロ
ーチ特論）※

2 講　義 2 （2）

心の健康教育に関する理論と実践 2 講　義 2
心理実践実習Ⅰ 4 実　習 ＊

心理実践実習Ⅱ 6 実　習 ＊

精神医学特論 2 講　義 ＊

研究演習 2 演   習 2

修
了

研
究
科
目

修了研究Ⅰ 2 演   習 2

修了研究Ⅱ 2 演   習 2
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